









歴史地理学調査報告 第12号133、153 2006   
銚子における紀州移民の定着と港町形成に果たした役割  
－とくに興野地区の特徴形成と大新旅館を例として一  
清水 克志   










































第1図 調査対象地城  
（明治36年5万分の1地形図「銚子」に加  
筆）  


















































Ⅱ 荒野村の特徴と紀州移民の定着  
















－134－   
．??????
利 根 ノ  
??????
??????
その他  十畔党   
a 石橋嘉兵衛   
b 武井藤兵衛   
c 宮崎嘉左衛門   
d 広半（人木）   
e 鵜月八郎左衛門   
f 丸山若右衛門   
g 梶山藤左衛門   
h 渡辺彦左衛門  
l浜野長七   
j 渡辺治左衛門  
穀宿   
A 信太晴左衛門・権太夫   
B 鵜月庄蔵   
C 大里庄治郎  
醤油醸造   
1濱口儀兵衛   
2 古田庄右衛門   
3 岩崎重次郎  
船宿   
α 木尾新介   
β 浦賀屋  
7 豊後屋七郎右衛門（気仙問屋）  
イ 浜名屋太右衛門（仲買）  
り 大坂屋新兵衛  
工 水戸屋伊兵衛（菓子屋）  
オ 土谷安兵衛（肥料繭）  
一一－－一 字界  
－－一 村境  
第2図 荒野柑の土地利周一幕末期－  
（船杉・渡辺（1998）に加筆）  
拠点になっていったことと深く結びついていたと  れている点も，荒野町が新開地であったこととの  
考えられる。次節で示すように，港町の機能を特  関連性をうかがうことができる。  
徴づける業種に携わる者の中に，紀州をはじめと  
する他所からの移住を類推させる屋号が多く含ま  
－135－   
第3図 幕末期の荒野村  
（『銚子市史』より抜粋）  
















































－136－   
人としても知られた人物であっが6）。  銚子は，その代表的な拠点の－つであった。同書  
利根川河畔に立地する大新旅館の風情を誘えた  によれば，たとえば，文化13年（1816）に平田篤  
とされる「江月楼記」には，「松涛居士作 丁巳  胤が来銚し，銚子で多くの門人が生まれている  
睦月 石上大兄嘱 東香迂史書」との由来が記さ  が，荒野村に隣接する新生柑の石上仁兵衛監通  
れているが，現物の所在が不明で，現時点では， （安政5年（1858）没）は，同村の神明社神主の宮  
残念ながら，これらの人物を確定することができ  内主水嘉長とともに，平田を出迎え，自宅に逗留  
ない。  させた人物であり，銚子と平田国学との接点と  
ところで，川名 登によれば，利根川は近世期 なった人物であった18）。「江月楼記」に示されて  
における水上交通の幹線帯であり，その流域には  いる石上大兄とは，この石上仁兵衛あるいはその  
豪商や豪農層などの成長が著しく，「下総国学」 近親者を示している可能性がある。また松涛居士  









なかろうか。   


























えることができよう。   
Ⅱ 興野地区の発展と紀州移民の役割  
1）近代における興野地区の景観   
a．明治期   
荒野村は，近代に入り明治7年（1874）に興野  
村と村名表記を変更し，明治22年（1889）には新  

































。   
総武鉄道銚子駅も，銚子汽船と並んで興野地区  
ー138－   
の発展を特徴づける施設である。銚子駅は，総武  の敷設にあたっては，芝目“l（硯・柴山町）や飯岡  
鉄道の終着駅として明治30年（1897）年に興野地 （硯・海上町）などで敷設反対運動があったこと  
区南部に設置され，3年後の明治33年（1900）に  により難渋したが，本銚子・銚子・西銚子の有力  





















－－－－一 字界  





















































































－140－   








◎市役所甘神社 隠顕旅館  
X警察署 卍寺院 ⊂：コ芸者屋  
⑳郵便局 ⊥墓地［ニコ倉庫   
小学校  Ⅶ頚醤油醸造関連施設  
Ⅱ銀行  E≡ヨ材木関連施設  
田柄院  q運輸業  
☆米穀商  ★肥料商  
口酒店  ■燃料商  
○食料品店  ●陶器・漆器商  
◎食堂  ▲ 金物商  
△衣料商   ▼鉄工所  
▽雑貨商・薬局◇その他 －－－－一 字界  
×醤油工場職員  －－－ 村境  
第5図 興野地区の土地利用一昭和戦前期－  
（『銚子商工案内』および聞き取りをもとに作成）  
－141－   
写真3 昭和戦前期の本通り  























写真4 昭和戦前期の広屋洋品店  
（大後栄子氏所蔵）  













る36）。   



















－143－   
卯之助・田中常右衛門・千年政七・熱田藤助・岩  
瀬利右衛門・土田万蔵・塚原新書・黒田修平・旦  





本 銚  
菜種  
町   
子 町  
子   高 神 村  国 且 岡 柑  
野   町  
米穀商   4   3  
食料品商   2  13  3  
雑貨商  2  
燃料商  3  
肥料商   1 2 
水産加工業  2   
製造業  3   
衣類・履物商  4  1  5  
醤油醸造業  1  
旅館・料理業   
運輸業   1  3 1 
建築土木業  6  7  
造船業  2  
農業  2  3  
漁業  2  4  
ロ  
3   
計   36  18  10  90  35  13  18   
本音兵衛・   
林与一郎・高木五郎左衡門・伊藤徳次郎・垣凸垂  
真壁・松本徳太郎・馬場醤油方・大政・川安（下  






3）紀州移民による旅館経営   



























第2表 木国会会員による公職就任  
一昭和11年（1936）以前－  
公職名   氏名   所在地   
貴族院議員   溝口儀兵衛   興野   
衆議院議員   濱口青兵衛   今宮  
岩崎童次郎   興野   
県会議員   小野田周斎   今宮  
岡本書兵衛   興野  
竹中広次郎   （不明）   
郡会議員   瓦林留五郎   飯沼  
戸木冶三郎   高神  
石川重郎   波崎   
市会議員   樋口忠兵衛   興野  
宮内安蔵   新生   
町村会議員   岩崎長三   新生  
内山貴之助   今宮  
原 正蔵   飯沼  
宮内七兵衛   豊岡  
青柳永膏   高神  
楠本善次   （不明）  
伊藤長左衛門   高神   
（『銚子木国会史』により作成）  
































大新の料理は滋養を以て知られ，都人士の晴   
好に適ふ。（略）庭内別に二棟の離亭あり。『淡   
路』『松島』と呼ぶこれ岩崎明岳の命する処な  
しょうしや  り。構造大なるにあらねど，瀞酒風流にして雅   
致あり  
とある。このことは，大新旅館で出される料理や  




粋）   
第7囲 大新旅館からの眺望  
（大里健編著（1999）：『古きを訪ねる銚子  
の絵はがき』，東京文献・plO9より抜粋）   
一〃－  
＿．∴ ・一・ミニニふ 丁ニー                                               ′■P  
第8図 大新旅館の遠景  
（大里健礪著（1999）：『古きを訪ねる銚子  
の絵はがき』，東京文献・plO8より抜粋）  

















































































－146－   
写真6 銚子駅ホームでの賓客接待  
（大新旅館所蔵）  









Ⅳ 第二次世界大戦以降の大新旅館  






































ー147－   
大新旅館も，昭和20年（1945）の空襲によっ た。その間垣内家の家族は，2人の女中とともに  
て，その大部分を消失した。大新旅館では，女中 焼け残った離れで暮らした0  
2人を残して，それ以外の従業員を実家に帰し，  大新旅館では，昭和23年（1948）頃には現在本  
空襲の被害を免れた建物のみで旅館営業を続け 館と呼ばれている部分を再建した。これによって  
◎市役所 ⑳郵便局 囲 旅館  ☆米穀商  
文小学校 ⑦駐車場 渡田 醤油醸造関連施設 ○食料品店  
E銀行  国公園  臣；：；ヨ 材木関連施設  ◎飲食・サービス商  
甘神社  △衣料・雑貨商  
同病院  ▽鉄工等諸工業  
第9図 興野地区の土地利用一現代－  
（「ゼンリン住宅地図’96」，聞き取りおよび現地調査により作成）  











































































と考えられる。   
さらに第二次世界大戦後の大新旅館の経営にお  
いては，観光客を目的とするばかりではなく，利  
用者の多様なニーズへの対応も確認できる。   
昭和35年（1960）の鹿島灘沿岸地域総合開発の  






































いなくなった。   
大学漕艇部の合宿場として，長年にわたって利  
用され続けて来たことも，大新旅館の特徴といえ  
写真7 高松宮夫妻の来訪  
（大新旅館所蔵）  




































































夕方早目に銚子につき岸壁近くの旅館大所に   
つく。7日の夜は陸路やってきた先輩たちとも   
合流して全くの無礼講，楕の主人の歓待もあ   
り，その盛り上がりようは大変なものでした   
とある。また，前出の外同校五郎の手記52）にも，  
東京のボートメンなどが遠漕して来て，二階   
の旧館で一と晩中飲みさわいでいても，笑って   
見のがしていた。その当時，一ツ橋のボート部   
に，遠漕の歌があった（略）“十と出たわいヨ   
サホイノホイ，遠い船出をつつがなく，今宵，   
















付 記  
本稿の作成にあたり，大新旅館社長の大内綾子氏   
には，資料の提倶や調査の便宜のほか，多くのご教示   
を賜りました。銚子市公正図書館の高森良文民と銚   
子市文化財審議委員の永滞謹書氏には多くの助言を   
頂きました。現地調査においては，銚子市興野地区の   
大里庄治郎氏，大後栄子氏，同市君ケ浜の井橋陪郎氏   
にご協力を頂きました。また，原稿の執筆にあたって   
は，筑波大学人文社会科学研究科の山澤 学先生に   
ご助言を頂きました。そのほか，図表の作成には，筑   


































































多角化を囲って存続してきた。   
大新旅館の事例は，ヤマサやヤマジュウ醤油な  





































































－153－   
